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ここに原発が建

設されていたら

大事故でした。

当時、反対運動

をしていた方の

話から、珠洲原

発の建設、志賀

原発の再稼働が

されておらず本

当に良かったと思いました。

　今回の視察は、鵜沼久江さんの強

い意向で実現したそうです。原発事

故のため福島県双葉町から埼玉県加

須市に避難し、現在農業を営みなが

ら被災当事者として発信し続けてい

る鵜沼さん。

　「私には（被災者の）これからの

生活がわかる」と話します。お会い

した能登の方に自分の経験から「が

んばらないで」と声をかけたそう。

その言葉に涙する人も。「私は何度

でも能登に行くつもり。そこで人々

の話をきちんと聞いてくる」と能登

の被災者に寄り添おうとする鵜沼さ

ん。私たちも出来る限り協力したい

と思います。（小高）

　能登地震の現地報告会を６月１日、

田島公民館にて行いました。５月初

め、能登に視察に行かれた、堀切さ

とみさんと鵜沼久江さんより、能登

の現状についてのお話を伺いました。

　堀切さんが撮影した45分の動画リ

ポートから始まります。視察は２、

３日間ですが、現地の方の的確な案

内と、映画「原発の町を追われて」

製作者の堀切さんの「ウデ」で、良

くまとめられています。

　そこに映っていた、陥没した道路、

放置された車、崩壊した家々。能登

の大地震から５か月（当時）という

のに本当に復興は進んでいない様で

す。

　特に2003年に計画が凍結された

珠洲原発の建設予定地だった海岸線。

ごつごつした岩のようなものがいた

るところで隆起しています。



３回目はこれからということで、

２回実施してきた際のアンケート

のみを掲載いたします。次回の会

報で総括的な記事を記載します。

・今も戦争をしてる国があります

が日本もわすれてはいけないと思

います。

・シーンシーンで、最近の日本社

会、デジャヴ（既視感）を感じる。

・苦しい映画でした。生きる家族

の力強さも感じました。今も戦争

している国がありますが、止めら

れない国際機関にも情けなく思い

ます。争いごとは「ヒトの欲」。

その「ヒト」のおごりです。ひと

りのヒトのうぬぼれ、おごりによ

り、反省することもなく国中を滅

ぼすことにもなる。

・世界から戦争がなくならないの

は悲しいです。日本もどうゆう方

向に行くのかとても心配です。私

達１人１人が考えてゆかなければ。

・活動の参考になりました。有り

がとうございました。できること

をやっていこうと思います。
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　「夏の平和イベント」として、

「はだしのゲン」の上映会を３回

実施するとことになりました。こ

れまでに２回実施してきましたが、

　・原爆で人が

たくさん亡く

なっている事を

しれました。

・戦争について

知る機会が少な

くなってきてい

るなかで、こう

いった会のおかげで若い世代の人

も戦争の悲惨さを知るために必要

なことだと考えた。

・子どもに「はだしのゲン」を通

じて原爆の事を学んでもらえたら

よいと思います。

・文字として戦争と関わることが

多い中で、映像を通じた関わりの

大切さを感じました。

・ゲンの明るさが救いでした。子

どもたちにも、もっと見てもらえ

ればいいなと思います。
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・あまりくわしくは、げんばくに

ついて知らなかったのですが、こ

の学習で、げんばくのおそろしさ

こわさ、ひがいがよくわかりまし

た。じっさいにひばくをうけた人

の話を聞いてすごくこわかったで

す。せんそうは、はんたいです。

・争い事がなくなる世界を創るこ

とを後世に伝えていかなければな

らないと思った。原爆の恐ろしさ

を再認識しました。実際に体験さ

れた方のお話が聞けて良かった。

・戦争反対をとなえていかないと

いけないと思います。

・先日、左幸子主演の「はだしの

ゲン」見て来ました。何度見ても

戦争はしないでほしいと願わざる

を得ません。

・平和の尊さを実感しました。私

は１９３９年生まれで東京世田谷

に住んでまして空襲のたび、逃げ

た記憶があります。防空壕にも良

く入りました。Ｂ２９も飛んで玉

を落し恐かったです。

・原爆の悲惨さがよく伝わりまし

た。今後もまんがの原作や資料等

を読み、理解を深め、後世に伝え

ていきたい。

・小学校上級以上から、此のシネ

マを観せたいと思う。戦争意識が

大切と昨今、思っている。　

●8月3日　土合公民館

・実際に経験

された方の話

で本当に悲惨

なことを感じ

ました。

・「はだしの

ゲン」は本で

読み戦争の悲

惨は分かりま

したが上映された方がすごく生々

しいです。酒井さんの体験された

お話はすごく良かったです。

・息子が小学生のとき、学校にお

いてあった「はだしのゲン」を読

んで、「お母さん、広島に行って

みたい」と言いました。私はアニ

メを読んでなく、本日、映画（見

たかったので）を観ることで、息

子が感じたことを少し共有できた

ようにも思いました。

・小学生の頃（４０年以上前）に

マンガで「はだしのゲン」を読ん

で怖い思いをしましたが、大人に

なっても戦争の話になるとあのマ

ンガの投下後の人々の変わり果て

た姿を思い出しました。未来の多

くの子どもたちにきいてもらえた

らいいのに、と思いました。多く

の人の運命をかえる戦争は決して

ゆるせないです。
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（連絡先）

　090-8588-4966（今井）

　090-4433-7092（小高）

【会の活動報告】

　　６月　１日　学習会　切り捨てられた被災者　田島公民館

　　６月　８日　運営スタッフ会議　　大久保東公民館

　　７月　３日　事務局会議　　　　　土合公民館

　　７月２１日　上映会「はだしのゲン」　大久保東公民館

　　７月２１日　運営スタッフ会議　　大久保東公民館

　　８月　３日　上映会「はだしのゲン」　土合公民館

　　８月　３日　運営スタッフ会議　　土合公民館

　　８月　８日　事務局会議　　　　　土合公民館

【これからの予定】

　　８月１７日　上映会「はだしのゲン」　プラザウエスト　第一セミナールーム

　　８月１７～１９日　原爆絵画展　　プラザウエスト　ギャラリー

　　９月　１日　運営スタッフ会議　　大久保東公民館

　　９月１１日　事務局会議　　　　　土合公民館

振込口座：ゆうちょ銀行

口座番号：00270-8-104990

加入者名：桜区平和と暮らしをまもる会

年会費　：１、０００円（カンパ大歓迎）

振込手数料はご負担ください

桜区平和と暮らしをまもる会　ホームページ
・パソコンでは『桜区平和』で検索　　http://spa.g1.xrea.com/
・スマホでは右のＱＲコードから　　　http://spa.g1.xrea.com/smh/
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　桜区に建設が進められようとしている「スポーツシューレ推進施設」（以下「ス

ポーツシューレ」）。先日、建設地域自治会の組長会議で、説明があったようです。

自治会では近隣住民も気軽に利用できる施設を求めていくとのこと。私たちの税金

で建設するのですから当然の要望です。

　しかし、この「スポーツシューレ」の構想に住民がスポーツを「する」という発

想は、抜けているように見えます。さいたま市の事業は議会も通さず、市民にも知

らされず「都市経営戦略会議」（以下「戦略会議」）で決まっているということが

明らかになり、問題視され始めていますが、例に漏れず、この「スポーツシューレ」

も「戦略会議」で提案されました。その資料に「スポーツシューレ」の機能として、

指導者育成プログラムやスポーツ情報の収集などありますが、住民がスポーツを

「する」という視点が見られないのです。

　現在、コンサルによって基本計画が作成されていますが、住民がスポーツを「す

る」ことについて改善されたものになっているのかどうか、確認してみます。

（小高）

スポーツ＝ハコモノなのか

　その２


